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～湯野上温泉駅 (下郷町)～

(172号の内容〉
■年頭のご挨拶

■第48回福島県生活衛生大会が開催されました

=受賞おめでとうございます

=福島県食品生活衛生課からのお知らせ

・冬における室内の空気環境について

・ ノロウイルス食中毒の予防を徹底しましょう

・「ふくしまHACCP(ハサップ)」 のご紹介

=ク リーニング師研修
・業務従事者講習を実施

■生衛業経営セミナー (福島会場)の開催

=税務個別相談会開催日程のお知らせ

=令和6年分所得税の定額減税について

「復興と地方創生の
新たなステージに向けて」
福島県知事 内堀 雅雄

年頭のご挨拶

(公財)福島県生活衛生営業指導センター

理事長 菅野  豊

謹
ん
で
新
年
の
御
挨
拶
を
中
し
上
げ
ま
す
ｔ

生
活
衛
生
関
係
営
業
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
経
営
の
健
令
化
や
衛
生
水
準
の
維
持
向
上
は
も

と
よ
り
、
県
民
に
安
心
で
快
適
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

に
努
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
改
め
て
敬
意
を

表
し
ま
す
。

昨
年
は
、
パ
リ
２
０
２
４
オ
リ
ン
ピ

ツ
ク

・
パ

ラ
リ
ン
ピ

ツ
ク
で
の
本
県
関
係
選
手
の
活
躍
な
ど
、

ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
明
る
い
話
題
が
続
い
た
ほ
か
、

２
０
２
６
年
本
の
ふ
く
し
ま
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
開
催
決
定
な
ど
、
今
後
の
復
興
と

地
方
創
生
を
後
押
し
す
る
動
き
も
数
多
く
見
ら
れ
ま

し
た
し
ま
た
、
震
災
と
原
発
事
故
か
ら
問
も
な
く
１１
年
が

経
過
す
る
中
、
避
難
地
域
で
は
、
４
つ
の
町
に
認
定

さ
れ
た
全
て
の
特
定
帰
還
居
住
区
域
に
お
い
て
除

染

・
解
体
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
県
産
農

産
物
の
輸
出
量
が
過
去
最
高
を
記
録
し
、
県
内

へ
の

移
住
者
数
も
過
去
最
多
を
更
新
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま

で
続
け
て
き
た
挑
戦
の
成
果
が
目
に
見
え
る
形
と

な

っ
て
現
れ
て
き
て
い
ま
す
．

方
で
、
廃
炉
と
汚
染
水

・
処
理
水
対
策
を
始
め

と
し
た
原
子
力
災
害
に
伴
う
様
々
な
課
題
に
加
え
、

急
激
に
進
む
人
口
減
少
な
ど
、
依
然
と
し
て
困
難
な

課
題
が
山
積
し
て
お
り
、
長
い
戦
い
と
な
る
本
県
の

復
興
と

「福
島
な
ら
で
は
」
の
地
方
創
生
を
成
し
遂

げ
る
た
め
に
は
、
今
後
も
挑
戦
を
続
け
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
じ

ま
ず
、
震
災
と
原
発
事
故
か
ら
の
復
興

・
再
生
に

つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
７
年
度
が
最
終
年
度
と
な
る

第
２
期
復
興

・
創
生
期
間
後
の
ス
テ
ー
ジ
を
見
据
え

な
が
ら
、
復
興
の
進
捗
に
伴

っ
て
生
じ
る
新
た
な
課

題
や
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
し
て
い
く
と
と
も
に
、

被
災
者
の
生
活
再
建
や
事
業

・
生
業
の
再
生
、
帰
還

に
向
け
た
環
境
整
備
な
ど
の
課
題
に
着
実
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
人
口
減
少
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
急
激

な
人
口
減
少
の
ス
ピ
ー
ド
を
い
か
に
緩
や
か
に
し
て

い
く
か
が
重
要
と
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
様
々
な

主
体
と
危
機
感
を
共
有
し
な
が
ら
、
出
会
い
・
結
婚

か
ら
妊
娠

・
出
産
、
子
育
て
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に

応
じ
た
切
れ
日
の
な
い
支
援
な
ど
の
「自
然
減
対
策
」

と
、
県
内
で
働
く
魅
力
を
発
信
し
、
若
者
の
県
内
定

着

・
還
流
を
図
る
収
組
や
移
住

・
定
住
の
促
進
な
ど

の

「社
会
減
対
策
」
の
両
面
か
ら
粘
り
強
く
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す

今
年
４
月
か
ら
は
、
プ
レ
Ｄ
Ｃ
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
来
年
の
本
番
に
向
け
た
機
運
醸
成
を
図
り
な
が

ら
、
多
く
の
皆
様
に
、
本
県
の
様
々
な
魅
力
と
復
興

に
向
け
て
力
強
く
歩
み
続
け
る
福
島
の
今
を
「見
て
」

「食
べ
て
」
「感
じ
て
」
い
た
だ
け
る
よ
う
、
準
備
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
）^

今
後
も
、
県
民
の
皆
様
と
共
に
、
挑
戦
を
続
け
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、　
一
層
の
御
支
援
、
御
協
力
を
お

願
い
中
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
公
益
財
団
法
人
福
島
県
生
活
衛
生
営
業

指
導
セ
ン
タ
ー
及
び
生
活
衛
生
関
係
営
業
者
の
皆
様

の
益
々
の
御
活
躍
と
御
健
勝
を
心
か
ら
お
祈
り
中
し

上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
方
に
は
、
日
頃
よ
り
当
指
導
セ
ン
タ
ー

の
事
業
運
営
に
格
別
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
、
心
よ
り
感
謝
中
し
上
げ
ま
す
．

昨
年
は
、
元
日
早
々
能
登
半
島
を
襲

っ
た
震

度
７
の
地
震
に
よ
り
多
く
の
方
が
お
亡
く
な
り

に
な
ら
れ
た
ほ
か
、
住
ま
い
の
倒
壊
な
ど
で
住

み
慣
れ
た
土
地
か
ら
の
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
方
も
多
く
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
思
う
よ
う
に

復
旧
が
進
ま
な
い
状
況
を
見
る
に
つ
け
、
１３
年

前

の
東
日
本
大
震
災
発
生
後

の
情
景
が
重
な

り
、
い
た
た
ま
れ
な
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
．

ま
た
、
昨
年
は
線
状
降
水
帯
を
伴
う
豪
雨
災
害

が
全
国
各
地
で
発
生
し
、
多
く
の
地
域
に
お
い

て
土
砂
崩
れ
や
道
路
の
寸
断
、
家
屋
の
倒
壊
な

ど
の
被
害
が
発
生
し
て
お
り
、
「
地
球
温
暖
化
」

と
い
う
言
葉
が
私
た
ち
の
生
活
の
中
に
定
着
し

て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
、
「記
録
的
短
時
間
大

雨
情
報
」
と
い
う
言
葉
も
珍
し
い
も
の
で
は
な

く
な
っ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
．

さ
て
、
今
年
は

「
乙
巳

（き
の
と

・
み
と
、

「
乙
」
は
十
千
の
２
番
目
で
、
草
木
が
し
な
や
か

に
伸
び
る
様
子
や
横

へ
広
が
っ
て
い
く
状
態
を

表
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
「巳
」

は
十
二
支
の
６
番
日
の
蛇
を
表
し
て
い
ま
す
が
、

古
来
よ
り
豊
穣
や
金
運
を
司
る
神
と
し
て
祀
ら

れ
る
こ
と
も
あ
り
、
神
聖
な
生
き
物
と
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
た
く
ま
し
い
生
命
力
が
あ
り
、
脱

皮
を
す
る
た
び
に
表
面
の
傷
が
治
癒
し
て
い
く

こ
と
か
ら
、
医
療
、
治
療
、
再
生
の
シ
ン
ボ
ル

と
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
で
大
き
く
落
ち
込
ん
だ
社
会
経

済
状
況
の
回
復
、
ま
た
大
き
な
爪
痕
を
残
し
た

地
震
や
豪
雨
災
害
な
ど
か
ら
の
復
興
、復
旧
。
「
乙

巳
」
の
今
年
が
、
こ
れ
ま
で
低
迷
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
た
経
済
や
国
民
生
活
が
新
た
な
活
気

を
取
り
戻
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
こ
と
に
期
待
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

結
び
に
、
皆
様
方
の
益
々
の
ご
繁
栄
と
ご
健

勝
を
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
、
年
頭
に
当
た

っ

て
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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第 172号 生 衛 ふ く し ま 令和 7年 1月 (2)

（公
財
）
福
島
県
生

営
業
指
導
セ
ン
タ
ー

理
事
長
　
菅
　
野
　
　
　
由豆

福
島
県
興
行
生
活
衛
生
同
業
組
合
　
　
　
‐

理
事
長
　
阿
　
部
　
泰
　
宏

福
島
県
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
生
活
衛
生
同
業
組
合

理
事
長
　
芳
賀
沼
　
栄

　

一

福
島
県
理
容
生
活
衛
生
同
業
組
合

理
事
長

村

上

良

明

福
島
県
美
容
業
生
活
衛
生
同
業
組
合

理
事
長
　
五
十
嵐
　
康
　
之

福
島
県
公
衆
浴
場
業
生
活
衛
生
同
業
組
合

理
事
長
　
一膝
　
原
　
榮
　
一
一

福
島
県
旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛
生
同
業
組
合

理
事
長
　
小
丼
戸
　
英
　
典

福
島
県
飲
食
業
生
活
衛
生
同
業
組
合

理
事
長

藤

原

賢

一

福
島
県
食
肉
生
活
衛
生
同
業
組
合

理
事
長

秋

元

幸

一

福
島
県
す
し
商
生
活
衛
生
同
業
組
合

理
事
長

根

本

誠
三
郎

福
島
県
社
交
飲
食
業
生
活
衛
生
同
業
組
合

理
事
長
　
佐
　
一膝
　
士
□
　
昭

福
島
県
喫
茶
飲
食
生
活
衛
生
同
業
組
合

理
事
長
　
塩
　
　
　
昭
　
信

福
島
県
中
華
飲
食
業
生
活
衛
生
同
業
組
合

理
事
長
　
日
比
野
　
恒
　
夫

鱚
鰺
置

橿
轟
祟
鰹
燿
餘
釉
太
饉
が

爾
燿
蓼
畿
議
し
ぬ

≡
裏

菫
霊
幸
肇
奎
姜

議

一一〓彗

車
一一一一君
撃

〓

〓
〓

〓
一一曇
〓
〓

■
一一■
〓
基

曇
姜

≡

令
和
６
年
１１
月
１８
日
、
福
島
市

の
一
コ

ラ
ッ
セ
ふ
く
し
ま
」
に
お

い
て
福
島
県

生
活
衛
生
大
会
が
開
催
さ
れ
、
生
活
衛

生
優
良
施
設
や
生
活
衛
生
功
労
者
の
表

彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
福
島
県

の
三
浦
爾
保
健
福

祉
部
長
か
ら
優
良
施
設
７
施
設
に
県
知

事
賞
が
授
与
さ
れ
た
ほ
か
、
生
活
衛
生

同
業
組
合
連
絡
協
議
会

の
中
野
竹
治
会

長
か
ら
は
功
労
者
８
名
、
優
良
施
設
６

施
設
に
連
絡
協
議
会
長
表
彰
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。
受
賞
者
２１
名
を
代
表
し
て

藤
田
洋
子
様

（国
＞
男

∽
トン
ｒ
ｏ
Ｚ

欅
）

が
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

長
年
に
わ
た
り
生
活
衛
生
営
業
の
振
興
と

業
界
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
、
生
活
衛
生
営
業

施
設
の
衛
生
対
策
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た

方
々
が
、
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

（令
和
六
年
中
の
受
賞
、
敬
称
略
）

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
　
生
活
衛
生
功
労
者

加
藤
　
一
男

（本
宮
市
）
　
　
　
　
食
肉

（
一
社
）
全
国
生
活
衛
生
同
業
組
合

中
央
会
理
事
長
表
彰

小
野
　
桂

　

（
い
わ
き
市
）
　

　

美
容
業

塩
　
　
昭
信

（
い
わ
き
市
）

喫
茶
飲
食

目
比
野
恒
夫

（福
島
市
）
　

中
華
飲
食
業

伊
藤
　
哲
雄

（福
島
市
）
　

中
華
飲
食
業

大
田
　
克
彦

（喜
多
方
市
）
　

　

す
し
商

高
野
　
　
豊

（会
津
若
松
市
）社
交
飲
食
業

（
一
社
）
全
国
生
活
衛
生
同
業
組
合

中
央
会
理
事
長
感
謝
状

【美

容

業
】

伊
藤

淳

（喜
多
方
市
）

理
容
　
　
【旅
館
ホ
テ
ル
】
ラ
フ
イ

福
島
県
生
活
衛
生
優
良
施
設

知
事
賞

カ
ワ
マ
タ
美
容
室
　
　
　
　
　
（二
本
松
市
）

ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ヒ
ル
ズ
　
　
　
（天
栄
村
）

国
＞
男

∽
＞
ｒ
ｏ
Ｚ
欅
　
　
　
　
　
（白
河
市
）

ヘ
ア
サ
ロ
ン
ハ
ツ
ピ
ー
　
　
（会
津
坂
下
町
）

髪

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
（南
相
馬
市
）

万
業
の
宿
八
景
園
　
　
　
　
　
　
（郡
山
市
）

パ
ー
マ
屋
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
　
　
（
い
わ
き
市
）

福
島
県
生
活
衛
生
同
業
組
合
連
絡
協
議
会
長
表
彰

ｏ
生
活
衛
生
関
係
営
業
功
労
者

【ク
リ
ー
ニ
ン
グ
】

斎
藤
　
文
伯
　
（喜
多
方
市
）

【理
　
　
容
】

馬
日
　
秀
樹
　
（
い
わ
き
市
）

【理
　
　
容
】

岡
田
　
裕

一
　

（相
馬
市
）

【美

容

業
】

池
Ｈ
　
英
世
　
　
（伊
達
市
）

【美

容

業
】

小
田
部
昌
寛
　
　
（郡
山
市
）

【旅
館
ホ
テ
ル
】

Ш
中
　
　
徹
（会
津
美
里
町
）

【旅
館
ホ
テ
ル
】

薄
羽
　
裕

一

（
い
わ
き
市
）

【食
　
　
肉
】

綿
貫
　
信
英
　
（
い
わ
き
市
）

・
生
活
衛
生
関
係
営
業
優
良
施
設

【ク
リ
ー
ラ
グ
】

株
式
会
社
セ
ル
ク
ル
（須
賀
川
市
）

【理
　
　
容
】

ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン
シ
ラ
サ
カ

（福
島
市
）

【理
　
　
容
】

ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
＆
サ
ロ
ン

サ
イ
ト
ウ
　
　
（西
会
津
町
）

【美

容
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令和 7年 1月 (3) 生 衛 ふ く し ま 第 172号

‐1111冬:こお:ナる室内翁
室内の空気は、暖房の排気や人の出す呼気で二酸化炭素などが増力Bします。通常は、汚れた空気を換気により外に

排出し、外気を取り入れ快適な環境を保っています。

しかし、寒さが厳しくなり窓を閉めきつていると、室内の空気は汚れ、健康被害が生じる場合もあります。

快適な空気環境を保つためにも、 1時間あたりおおむね 1回は換気をしましょう。

また、冬期は湿度が低いため、室内の湿度も低下します。

湿度が低下すると、のどの乾燥により、風邪やインフルエンザなどに罹患しやすくなりますので、カロ湿器を使うこ

とが対策として有効です。

ただし、力□湿器の掃除を怠ると、カロ湿器内で細菌やカビが繁殖し、力0湿とともに室内にまん延してしまいます。例

えば、肺炎を引き起こすレジオネラ属菌に感染してしまう場合もあります。

力□湿器は水を溜めたままにはしておかず、毎日一回は清掃しましよう。

このように、冬期間は空気環境に注意が必要ですので、適正な換気や湿度管理を心がけましょう。

2./QウイルスAttMO謬鰯蛉絋艤しなりょリ   ー‐―・‐――・ 一一―‐
冬季は食中毒発生件数に占める割合のうち、ノロウイルスを病因物質とする食中毒の割合が高まる傾向があります。

ノロウイルスによる食中毒は、 1事件あたりの患者数が多く、大規模食中毒になりやすい特徴があることからも、食

品を取り扱う施設において、冬季におけるノロウイルス食中毒予防及び感染防止に係る対策は非常に重要です。

ノロウイルスの特徴と予防のポイントを正しく理解し、発生・拡大の予防に努めましよう。

【過去3年間のノロウイルス食中毒の発生状況 (全国)l

発生年 事件数 患者数

令不□6年

(1/1～ 12/1)速幸晨(直
202イ牛 6,112人 30人

令和 5年 163件 5,502人 34人

令和 4年 63件 2,175人 35人

【ノロウイルス食中毒予防のポイントl
HACCPに沿った衛生管理の徹底、必要に応じた計画の見直し、従業員等への周矢□啓発に努めましょう。特に次の

ポイントに心がけましよう。

① 調理従事者はノロウイルスに感染しないために、日ごろから手洗いを励行し、自らはもちろん、家族の健康状
態にも注意し、下痢やおう吐などの胃腸炎症状がある場合には、食品を直接取り扱う作業は行わない。

② トイレの後や調理前など、適切なタイミングで手洗いを行う (2度洗いすることで洗浄効果が高まる)。
O 調理器具などは、洗剤で十分洗浄し、熱湯や次亜塩素酸ナトリウムで消毒する。
④ 力B熱 して食べる食品は、中心部まで十分に力□熱する (カキなど汚染の疑われる食品は中心温度85～90℃で90
秒間以上)。

【感染拡大防止のポイント】
ノロウイルスの予防には、日常的な対応とおう吐があつた際の適切な対処が重要です。特に次のポイントに心がけ

ましよう。

O ドアノブや水道の蛇□など多くの人が触れる場所は、日常的に清掃 。消毒を行う。
② ノロウイルスは、乾燥すると空気中を漂い、□に入って感染することもあるため、おう吐物などを処理する際
は、使い捨てマスク・エプロン・手袋などを着用し、ペーパータオルなどで拭き取つた後に次亜塩素酸ナトリウ

ムで消毒を行う。

☆詳しくは、最寄りの保健福祉事務所 (保健所)にお問い合わせください。

議嚢『懸くし畿鶉米餞め皿《熱吻ップ》聾鰊趙綴命
食品衛生法の改正により、令不□3年 6月から原則全ての食品事業者への

HACCPによる衛生管理の導入が義務付けられています。
県では、誰もが簡単に取り組め、食中毒や異物混入に加え、放射性物質

も危害の一つとしてまとめて管理する「ふくしま日ACCP」 を立ち上げています。

「ふくしま日ACCP」 を導入すれば、これまで “何となく"行つてきた衛生管理が “確かな
"計画に基づく衛生管理

に変わり、安全性だけでなく、品質の向上も期待されます。

県では、よレリ多くの事業者に導入してもらうためにスマートフオンやタブレット、パソコンを用いて簡単に操作出

来るアプリケーション「ふくしまHACCPアプ |り」を提供しています。
また、「ふくしまHACCP」 導入施設については、福島県ホームページでの紹介もしておりますので、是非「ふく

しまHACCPアプリ」をご利用ください。

柄鍮骰∵S ‐‐‐― ―一・‐――‐ ・‐一――・――‐‐・‐
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1事件あたりの感染者数
【ノロウイルスの特徴l
e少量のウイルスでも感染する。

・ 適切な力0熱で失活する。

・ アルコールに抵抗性がある。
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今年度のクリーニング師研修及び業務従事者講習を、9月 30日 にビッグパ
レットふくしま (郡山市)において実施いたしました。
受講対象となつたのは、主に県中、県南及び郡山市保健所管内のクリーニ

ング師と業務従事者で合計90名の方が受講されました。
来年度は、県北、相双、福島市、いわき市保健所管内の方々を対象に、最新の

情報を盛り込みながら、業務に役立つような内容として参りますので、三年に一

度の受講をお願いいたします。

詳細な日程等につきましては、決まり次第当指導センターのホームページに掲

載しますのでご確認ください。

内容は
1リ フェイ

活かし

村佳織氏から

りやすく
―伊東専務の

どもあり

令和 6年分所得税の定額減税について

令和 6年分所得税について、定額 |こよる所得税額の特別控除 (定額減
税)が実施されることとなりました。
このリーフレットでは、定額減税の概要についてこ案内いたします。

なお、国菫二室三ム杢三〕
=重
基軽 量イト」では国税庁が提供

する定額減税に関する様々な情報を入手一間覧できますのでこちらもご
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定額減税の概要
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定額減税とは

「定額減税」とは、あなたとあなたのメ養親族などの人数 |こより算出される定額減税額

を令和 6年分の所得税額及び個人住民税所得割額から差し弓|く こと1こより、所得税及び個
人住民税の負担を軽減する特例措置をいいます。

定額滅税額 所得税 個人住民税

本人分 3万円 ■万丹

同一生計配偶者又は扶養親輝 ■1 2‐ 1人につき 3万月 1人につ き 1万円

定額減税は、控除てきる所得税額及び個人住民税所得割額がある方が対象となります。

なお、定額減税額がその人の所得税額や個人住民税所得害」額を超える場合には、それ

ぞれその税額を限度として控除されます。

また、所得税額や個人住民税所得割額から定額減税額 (定額減税可能額 )

を控除しされないと見込まれる場合は、控除しきれないおおよその額が市区

町村から給付されます。各種給付及び定額減税の全体像等に関しては、内閣

官房ホームベージ「新たな経済 1こ向けた給付金・定蒙減税一体措置」をこ確

認ください。

ずヽれも.居住者 (後述)である方に限ります

糀
“

搭口,

(注 1)同 一生計配倶者とは.令詢 0年 12月 313(納税者か年の甲途て死亡し.又 Iま 出目する場合は、その死亡又 |ま
:

出国の時)の現況で.納税者と生計を――にする配偶者 (青 色申告者の事業専従者として毛与の支払を受ける人 l

及び由色申告者の事業専従者 (以下「青色事業専従者等」といいます.)を 除きます。)で .年間の合計所得 :

金額 (後述)が43万需以下のスをいいます.                              |
(注 2)扶、養親族とは.令和 6生 12月 31日

`機
税彗か年の中途て死亡し.又 は出国する場合は.その死亡又は出国の 1

時)の現況で.:内税者と生計を一にする親族 (配偶者及び青色事業専従者等を除きます。)で .年間の合計所 :

得金額が48万円以下の人をいいます。                                 |

イント

事業資麓の機 続 の議悩み [ 定 書翼濾 魏 を受:するためのポイントのこ橿談 ]罐 筵 申書 の不安解消 l

出典 :国税庁HP定額減税特設サイト/バンフレット「令和6年分所得税の定額減税について」、Q&A「令和6年分所得税の定額減税Q&A」 よリー部抜粋し加工作成

2月 17日
帽)

13115～
15:15

お一人様30分程度

税の制度

確定申告

相続・他

会津アピオ

アピオスペース 2F研修室
会津若松市インター西90

事業者 (給与支払者 )の方ヘ
各人の給付金の受給状況等によって、事業者 (給

与支払者)の方に行つていただく源泉徴収事務に

影響が出ることはありません。

定額減税 (給与等の源泉徴収事務)に関する詳
糸日を矢□りたい方は、以下のページをご確認ください。

<所得税の定額減税について>
定額減税 特設サイト 1国税庁 (nta go lp)

出興 :内閣宮房HP「新たな経済に向けた給付金

定額減税一体措置」よリー部抜粋し加工作成

1-5-2 青色事業専従者等に係る定額減税の適用

(問 )私 は事業を営んでおり、家族を事業専従者
としています。この家族は、私の同一生計配偶者

等として、定額減税の対象にはならないのでしよ

うか。

(A)青色事業専従者等は、定額減税の対象とな
る同一生計配偶者等には含まれないこととされて

おり、これらの方を同一生計配偶者等として定額

減税の適用を受けることはできません。青色事業

専従者等の方が、所得控除の合計額以上の所得金

額であるなどにより、定額減税前の所得税額があ

る場合には、青色事業専従者等の方がご自身で定

額減税の適用を受けていただくことになります。


